
平成２５年９月１日

　

【工事事故（速報）発生状況】 （H25.8.31現在）

平成25年度（今年度）

平成24年度（昨年度）

注1）上記は、関東地方整備局管内の工事事故発生件数（速報）を示す。
注2）「８月発生件数」は、8/1～8/31の間に起きた件数。（月毎分）
注3）「累計件数」は、4/1～3/31の間に起きた件数。（累計分）
注4）「死亡者数」・「負傷者数」は、4/1～3/31の累計人数を示す。
注5）平成25年度の数字は「速報」であり、審査の結果、「不問」になる可能性がある。

●工事事故件数
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工事事故（速報）の情報提供について

　工事の安全管理には、日頃から万全を期していただいているところでありますが、こ
の度、残念ながら別紙に示す工事事故が発生しました。
  各事務（管理）所の工事現場において、このような工事事故が再び発生することのな
いように工事事故概要を皆様にお知らせいたします。
　本資料を活用し、受注者を適切にご指導頂き、再発防止に努めて頂きますようお願
いいたします。

８月発生件数 累計件数 死亡者数 負傷者数

４月 ５月
2件 
(2件)

16件 34件 46件 52件 

25件 1人 10人 

7件 85件 1人 32人 
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※なお、平成２１年度工事事故より、国の管理物損傷事故件数を措置の対象としている。



●平成２５年度　工事事故発生状況（発生形態別）

（参考）工事事故のうち、「「その他公衆損害」における車両管理業務等の車両の自損事故」を除く事故件数
　　（車両管理業務等の車両の自損事故を除いた工事事故件数）

平成21年度 累計
(月毎)

平成22年度 累計
(月毎)

平成23年度 累計
(月毎)

平成24年度 累計
(月毎)

平成25年度 累計
(月毎)

■問合せ先：企画部　技術調査課  遠藤・桑田　　（TEL　０４８－６００－１３３２）
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‥Ｈ２５年度重点的安全対策項目



別紙－１
発生日時 平成 25 年 8 月 5 日 （ 月 ） 10 時 30 分
工事情報
被災の状況

－ － － 農業用パイプライン損傷
事故概要 防塵ネット設置作業の際、単管パイプを打ち込む前に埋設管の位置を試掘中に農業用のパイ

プラインを破損したもの。

性別

天候

年齢 職種

晴
道路系事務所　　一般土木工事

被災の程度

【事故防止のポイント】

・埋設管付近で作業を行う場合は、的確

な作業手順書を作成・周知・徹底し、慎

重に作業を行う。 など

事故発生状況

【事故発生原因】
・作業手順書の周知・徹底不足。
・地下埋設物に対する注意喚起の不足

など

公衆損害－地下埋設物件損傷

・防塵ネット設置作業において、単管
パイプを打ち込む作業を行う前にパイ
プラインの正確な位置を確認するため
の試掘を行っていた。

・人力にて試掘を実施し、掘削で出た
土砂をバックホウ（０．１ｍ３）に積込み
するためにバケットを下ろした。その
際、合図者の合図が明確でなく、かつ
バックホウオペレーターが合図者の合
図を見落とし、操作を誤って暗渠排水
管を押しつぶした衝撃で、下部に埋設
されていたパイプラインを破損させた。

・当日、当該作業は予定されていな
かったが、工程を遅らせないために、
急遽、当日の朝に本作業を行うように
変更した。作業手順は朝礼時に口頭
説明を行っていた。



別紙－２
発生日時 平成 25 年 8 月 9 日 （ 金 ） 13 時 10 分
工事情報
被災の状況

事故概要 電気配管の道路横断を行うため、バックホウで掘削作業中、埋設されていた温泉管を損傷さ
せたもの。

天候 晴
河川系事務所　　一般土木工事

性別 年齢 職種 被災の程度
－ 温泉管損傷－ －

公衆損害－地下埋設物件損傷

事故発生状況事故発生状況

・照明配管の敷設にあたり、バックホウ
0.10ｍ3級を使用し、道路横断部の掘削
を行っていたところ、温泉管（戻り管
φ75）の直上(埋設シートよりも上)に転
石が出現したため、一旦バックホウでの
床堀作業を止めて、監視員兼手元作業
員がその転石をスコップ(人力)で除去し
ようと試みたが動かせなかった。

・そこで監視員兼手元作業員がバックホ
ウのオペレータに転石を除去するよう指
示し、バックホウ(0.1ｍ3級)で除去する
際、バケットの爪で温泉管の戻り管を破
損させた。

・図面等による事前確認、直近箇所で
の試掘を実施していた。（ほぼ想定通り
の埋設深さであった、）

【事故発生原因】
・地下埋設物付近で作業を行う際の注
意不足。

など

【事故防止のポイント】
・埋設物に近接して作業を行う際の注
意事項を周知・徹底する。

など



別紙－３
発生日時 平成 25 年 8 月 12 日 （ 月 ） 9 時 40 分
工事情報
被災の状況

事故概要 覆工板の荷下ろし作業中、覆工板が荷くずれを起こして荷台から落下。その上にいた玉掛け
作業員も一緒に荷台から落下し、遅れて落下してきた覆工板と作業員の足が接触、負傷した
もの。

天候 晴
道路系事務所　　一般土木工事

性別 年齢 職種 被災の程度
男 35 とび工 右足腓骨骨折、左足踵骨骨折

労働災害－運搬中の資機材等の落下や下敷きで負傷

事故発生状況事故発生状況

・覆工板荷降ろし作業中、被災者は隣接の覆工
板積荷上で合図を行っていた。（玉掛者兼合図
者）

・覆工板（４枚分）を吊り上げ中にワイヤーの
シャックルが被災者が載った隣接の覆工板（上
から４枚目）に引っかかっていたが、気づかずに
巻き上げたため、浮き上がった覆工板の上２枚
が滑り落ち、被災者がかけていた親綱支柱が倒
れ、被災者も親綱に引っ張られるように落下し、
左足踵骨を負傷した。

・そこへもう一枚が被災者の右足の上に落下し、
右足腓骨を負傷した。

【事故発生原因】
・荷を吊り上げる時、積荷の覆
工板上から退避せずに合図作
業を行っていた

など

【事故防止のポイント】
・合図者は、吊り荷がよく見
え、オペレーターからもよく見
える位置で、かつ、作業範囲
外に位置して合図を行うことを
徹底する。

など



別紙－４
発生日時 平成 25 年 8 月 20 日 （ 火 ） 11 時 50 分
工事情報
被災の状況

事故概要 工事現場内のボックスカルバートに添架されているＮＴＴ管の防護管（アングル部）にバックホ
ウのシリンダーが接触し、防護管（アングル部）が損傷したもの。

天候 晴
河川系事務所　　一般土木工事

性別 年齢 職種 被災の程度
－ － － ＮＴＴ防護管（アングル部）損傷

公衆損害－架空線・標識等損傷

事故発生状況事故発生状況

・現場内で地先境界ブロックの掘
削作業を誘導員の合図の元に
バックホウ(0.45m3)にて行ってい
た。

・ボックスカルバート付近に取り
掛かり、端部で掘削作業を行い
にくいとオペレーターが判断し、
バックホウのスイング式アームを
スライドさせたところ、アーム後
方のシリンダーがボックスカル
バート側に突出し、ボックスカル
バートの横に設置されていたＮＴ
Ｔの防護管のブラケット部分に接
触し、損傷を与えた。

【事故発生原因】
・近接構造物に対する安全対策や作
業員への注意が不十分

など

【事故防止のポイント】
・構造物に近接して作業を実施する際の
手順を周知・徹底する。

など

ボックスカルバート

ここが

接触


